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１ 

高
額
療
養
費
制
度
の
改
悪 

  

高
額
療
養
費
制
度
と
は
、
病
気
や
け
が
の
治
療
費
が
高
く
な
っ

た
際
、
負
担
が
重
く
な
り
過
ぎ
な
い
よ
う
支
払
額
を
抑
え
る
制
度

で
あ
り
、
家
計
が
破
綻
す
る
の
を
防
ぐ
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
役

割
が
あ
る
。
年
収
や
年
齢
に
応
じ
て
自
己
負
担
の
上
限
額
が
決
ま

っ
て
お
り
、
上
限
額
を
超
え
た
部
分
は
公
的
医
療
保
険
か
ら
給
付

さ
れ
る
。 

 

今
回
の
高
額
療
養
費
制
度
の
見
直
し
は
、
患
者
の
自
己
負
担
の

上
限
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
患
者
の
自
己
負
担
を
増
や
す

見
直
し
で
あ
り
、
改
悪
で
あ
る
。 

 

今
年
の
５
月
29
日
医
療
保
険
制
度
改
革
に
向
け
た
健
康
保
険

法
な
ど
の
改
正
法
が
成
立
し
、
７
月
24
日
高
額
療
養
費
制
度
を

見
直
す
た
め
の
健
康
保
険
法
な
ど
の
関
連
政
令
の
改
正
が
閣
議
決

定
さ
れ
た
。
こ
の
閣
議
法
定
に
よ
り
、
今
年
の
８
月
１
日
か
ら
高

額
療
養
費
制
度
が
見
直
さ
れ
、
患
者
の
自
己
負
担
の
上
限
額
が
引 

      

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

今
年
の
８
月
１
日
か
ら
患
者
の
自
己
負
担
の
月
額
上
限
額
は
所

得
に
応
じ
て
４
～
７
％
増
と
な
り
、
来
年
８
月
か
ら
は
現
行
比
で

最
大
38
％
増
と
な
る
。
ま
た
長
期
治
療
が
必
要
な
患
者
の
過
度

な
負
担
を
避
け
る
た
め
新
た
な
年
間
上
限
額
が
設
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。 

 

「
年
収
約
３
７
０
万
～
７
７
０
万
円
」
の
場
合
、
月
額
上
限
額

の
基
準
額
は
現
在
８
万
１
０
０
円
で
あ
る
が
、
今
年
８
月
か
ら
は

７
％
増
の
８
万
５
８
０
０
円
と
な
る
。
来
年
８
月
か
ら
は
所
得
区

分
が
細
分
化
さ
れ
、
引
き
上
げ
幅
が
最
も
大
き
い
「
年
収
６
５
０

万
～
７
７
０
万
円
」
だ
と
現
行
比
38
％
増
の
11
万
４
０
０
円
と

な
る
。
月
額
上
限
は
現
在
と
同
様
、
基
準
額
に
医
療
費
の
１
％
が

上
乗
せ
さ
れ
る
。
年
間
上
限
額
は
今
年
８
月
に
新
設
さ
れ
、
18

万
～
１
６
８
万
円
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
「
年
収
３
７
０
～
７
７

０
万
円
」
だ
と
53
万
円
と
な
る
。
年
間
上
限
額
を
上
回
っ
た
分

は
負
担
が
不
要
と
な
る
。 
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２ 

制
度
改
悪
に
対
し
批
判
が
殺
到 

 
 

政
府
は
、
今
年
６
月
上
旬
か
ら
高
額
療
養
費
制
度
の
見
直
し

に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）
を
募
っ
た
。
こ

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
は
、
通
常
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
比
べ
て
異
例
に
多
い
約
５
３
０
０
件
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
自

己
負
担
の
月
額
上
限
額
引
き
上
げ
へ
の
反
対
意
見
が
殺
到
し
た
。 

 

寄
せ
ら
れ
た
意
見
で
は
「
経
済
的
な
理
由
で
治
療
や
受
診
を
諦

め
る
患
者
が
増
え
る
」
「
経
済
力
に
よ
っ
て
命
を
選
別
す
る
こ
と

に
つ
な
が
る
た
め
容
認
で
き
な
い
」
「
制
度
を
利
用
す
る
当
事
者

の
意
見
が
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
」
「
物
価
が
上
昇
し
、
家

計
負
担
が
増
え
て
い
る
状
況
で
引
き
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
」
な

ど
の
意
見
が
相
次
い
だ
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
高
額
療

養
費
制
度
を
見
直
す
政
府
の
方
針
に
は
全
く
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
。

何
の
た
め
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
公
募
で
あ
っ
た
の
か
、
国

民
の
声
を
聞
い
た
と
い
う
ア
リ
バ
イ
作
り
の
た
め
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
と
批
判
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。 

 
患
者
団
体
も
、
「
命
綱
」
で
あ
る
高
額
療
養
費
制
度
の
見
直
し

に
伴
う
自
己
負
担
上
限
額
の
引
き
上
げ
は
治
療
を
断
念
せ
ざ
る
を

得
な
い
人
が
出
て
く
る
と
批
判
し
て
い
る
。
「
全
国
が
ん
患
者
団

体
連
合
会
」
理
事
の
轟
浩
美
さ
ん
は
、
「
も
し
高
額
に
な
れ
ば
治
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療
は
諦
め
る
つ
も
り
。
経
済
的
に
苦
し
く
な
っ
て
ま
で
生
き
よ
う

と
は
思
わ
な
い
」
と
訴
え
て
い
る
。 

 

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
（
保
団
連
）
が
、
今
年
１
月
に
実
施

し
た
調
査
に
よ
る
と
、
制
度
を
利
用
し
た
こ
と
の
あ
る
患
者
ら
約

１
３
０
０
人
の
う
ち
、
上
限
引
き
上
げ
で
「
受
診
間
隔
を
延
ば

す
・
受
診
を
見
送
る
」
と
答
え
た
患
者
は
66
％
に
上
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
保
団
連
は
30
万
筆
を
超
え
る
「
高
額
療
養
費

の
自
己
負
担
限
度
額
引
き
上
げ
の
白
紙
撤
回
を
求
め
る
」
オ
ン
ラ

イ
ン
署
名
を
集
め
て
い
る
。 

 

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
引
き
上
げ
問
題
は
、
石
破
茂

政
権
時
に
も
浮
上
し
た
が
、
昨
年
３
月
に
（
当
時
の
）
石
破
首
相

が
患
者
団
体
な
ど
か
ら
批
判
を
受
け
、
「
私
の
判
断
が
間
違
い
だ

っ
た
」
と
引
き
上
げ
を
凍
結
し
た
経
緯
が
あ
る
。 

 

石
破
政
権
は
国
民
の
声
を
受
け
止
め
て
高
額
療
養
費
制
度
の
自

己
負
担
限
度
額
引
き
上
げ
を
凍
結
し
た
の
で
あ
る
が
、
高
市
早
苗

政
権
は
多
く
の
国
民
の
批
判
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
自
己
負
担

限
度
額
引
き
上
げ
を
実
施
し
て
し
ま
っ
た
。
国
民
の
声
に
全
く
耳

を
傾
け
な
い
高
市
政
権
の
性
格
が
現
れ
て
い
る
と
言
え
る
。 

 

３ 

諸
外
国
の
医
療
制
度 

 

ド
イ
ツ
で
は
、
外
来
の
診
察
料
は
原
則
無
料
（
窓
口
負
担
な

し
）
で
、
入
院
や
薬
な
ど
一
部
に
少
額
の
自
己
負
担
が
あ
る
。
ま

た
、
１
年
間
に
支
払
う
医
療
費
の
総
額
が
年
収
の
２
％
（
慢
性
疾

患
を
持
つ
人
は
１
％
）
を
超
え
な
い
と
い
う
手
厚
い
年
間
上
限
ル

ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
国
民
の
約
９
割
が
公
的
医
療
保
険
に

加
入
し
て
お
り
、
保
険
料
は
労
使
折
半
で
あ
る
。
一
定
以
上
の
高

所
得
者
は
、
公
的
医
療
保
険
か
ら
抜
け
て
民
間
医
療
保
険
に
加
入

す
る
こ
と
も
で
き
る
。 

 

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
公
的
医
療
保
険
が
基
本
医
療
費
の
約
70
％

を
カ
バ
ー
し
、
残
り
は
自
己
負
担
と
な
る
。
多
く
の
人
は
、
こ
の

自
己
負
担
分
を
補
う
た
め
に
任
意
加
入
の
民
間
補
足
医
療
保
険

（
ミ
ュ
チ
ュ
エ
ル
）
に
加
入
し
て
い
る
。
が
ん
や
糖
尿
病
な
ど
の

長
期
・
高
額
疾
患
に
指
定
さ
れ
る
と
、
自
己
負
担
が
１
０
０
％
免

除
（
全
額
公
費
負
担
）
さ
れ
る
。 

 

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
国
民
保
健
サ
ー
ビ
ス
（
Ｎ
Ｈ
Ｓ
）
に
よ
り
基

本
的
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
無
料
で
あ
り
、
窓
口
で
の
自
己
負
担
は
な

い
。
財
源
の
約
80
％
は
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
。 

 

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
医
療
費
は
原
則
と
し
て
無
料
で
あ
り
、
窓

口
で
の
自
己
負
担
も
な
い
。
財
源
は
全
て
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
。 

 
４ 
医
療
制
度
改
革
の
必
要
性 

 
 

今
回
の
高
額
療
養
費
制
度
の
見
直
し
の
背
景
に
は
、
伸
び
続
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け
る
医
療
費
の
抑
制
、
現
役
世
代
の
保
険
料
負
担
の
軽
減
、
こ
ど

も
・
子
育
て
支
援
金
の
財
源
確
保
な
ど
の
目
的
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。 

 

し
か
し
、
そ
の
た
め
に
重
い
疾
患
に
か
か
っ
た
患
者
の
自
己
負

担
額
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
こ
と

は
、
患
者
の
「
命
」
を
軽
ん
じ
る
政
策
で
あ
る
と
厳
し
く
批
判
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

厚
労
省
の
試
算
で
は
、
高
額
療
養
費
制
度
の
見
直
し
で
削
減
で

き
る
保
険
料
総
額
は
年
１
６
４
０
億
円
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

保
険
料
の
軽
減
効
果
は
公
的
保
険
加
入
者
１
人
当
た
り
年
約
１
４

０
０
円
程
度
で
あ
り
、
１
ヵ
月
当
た
り
に
換
算
す
る
と
約
１
１
７

円
に
過
ぎ
な
い
。 

 

物
価
高
で
国
民
の
生
活
が
苦
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
現
状
を
考

え
れ
ば
、
政
府
は
む
し
ろ
高
額
療
養
費
制
度
に
お
け
る
患
者
の
自

己
負
担
上
限
額
の
引
き
下
げ
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

そ
の
た
め
の
財
源
の
捻
出
方
法
で
あ
る
が
、
ま
ず
所
得
が
少
な

い
人
ほ
ど
収
入
に
対
す
る
負
担
割
合
が
重
く
な
っ
て
い
る
社
会
保

険
料
の
逆
進
性
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
。
健
康
保
険
料
は
所
得
に

応
じ
た
一
定
の
割
合
の
保
険
料
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

対
象
と
な
る
収
入
に
は
上
限
が
あ
る
た
め
、
高
所
得
者
は
収
入
に

対
す
る
負
担
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
高
所
得
者
に
も
収
入
に

応
じ
た
応
分
の
保
険
料
を
負
担
し
て
も
ら
え
ば
、
一
定
の
財
源
が

確
保
で
き
る
。 

 

ま
た
、
医
療
費
へ
の
公
費
・
税
金
の
投
入
拡
大
も
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。
前
述
し
た
と
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
や
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
医

療
費
は
原
則
と
し
て
無
料
で
あ
り
財
源
は
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
。 

 

わ
が
国
で
は
消
費
税
が
導
入
さ
れ
消
費
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
た
び
に
、
法
人
税
率
と
所
得
税
の
最
高
税
率
が
引
き
下
げ
ら
れ

て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
法
人
税
率
や
所
得
税
の
最
高
税
率
を
引
き

上
げ
れ
ば
一
定
の
財
源
が
確
保
で
き
る
。 

 

ま
た
、
株
の
配
当
や
譲
渡
所
得
に
対
す
る
金
融
所
得
課
税
は
、

所
得
税
と
住
民
税
を
合
わ
せ
て
も
20
％
と
低
く
抑
え
ら
れ
て
い

る
。
金
融
所
得
課
税
を
見
直
せ
ば
一
定
の
財
源
を
確
保
で
き
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
、
社
会
保
険
料
改
革
や
税
制
改
革
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
医
療
費
に
つ
ぎ
込
む
財
源
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
、
高

額
療
養
費
制
度
の
患
者
の
自
己
負
担
上
限
額
を
引
き
下
げ
る
こ
と

も
可
能
と
な
る
し
、
健
康
保
険
料
に
比
べ
て
高
額
と
な
っ
て
い
る

国
民
保
険
料
も
引
き
下
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。 

 

政
府
は
患
者
の
「
命
」
を
犠
牲
に
し
て
高
額
療
養
費
制
度
に
お

け
る
自
己
負
担
上
限
額
を
引
き
上
げ
る
よ
り
も
、
患
者
の
「
命
」

を
守
る
た
め
に
自
己
負
担
上
限
額
の
引
き
下
げ
こ
そ
実
施
す
べ
き

で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
う
つ
の
み
や 

け
ん
じ
） 


